
ふわふわ？ぷにぷに？どんな感触？ 

保育のねらい ・つながりのある遊びを通して、様々な感触を味わう。 

保育の振り返り 
 
ある日、戸外でシャボン玉を吹いてみると、予想以上に子ども達の楽しむ姿が見られました。 
そこから「いろんな感触遊びをしてみよう」と思い、シャボン玉から派生させて、風船や水風船などの乳児でも安心して遊べるものを 
取り入れてみました。「ポーンって飛ばしてみる？」「ぷにぷにしとるねぇ」など言葉をかけながら一緒に楽しむこともありましたが、 
思いのほか興味が向かないなぁ…と感じることもありました。水風船用にタライの中に水を入れて用意をしておくと、その中に入って 
水遊びをする姿が見られ、子ども達自身で遊びを発展させていくこともありました。 

遊びを設定しても全員が興味を持つわけではないことを再認識し、十分に遊び込める環境とは何だろう？と、改めて考えるきっかけと
なりました。遊びの押し付けにならないよう、子ども達の興味や意欲を引き出しながら一緒に楽しめる保育をしたいと思います。 
(健康な心と体、豊かな感性と表現) 

対象児：１歳児 ばら組 
作成日：2021．06．21 
作成者：ばら組副担任 宇髙加奈 


